
図１．研究の概念図 図２．電力の安定供給を目指した社会システムシミュレータ

Power HILS
(Power Hardware-In-the-Loop Simulation)

研究概要
　将来の電力システムにおいて、分散型電源な
どの多様な電源や蓄電池などのエネルギー貯蔵
システムの活用が不可欠となっています。この
ため、低コスト型の電力品質改善装置や次世代
保護・制御システムの開発、および、既存機器
の新しい制御法の開発などを行っています。　
　 

背景・従来技術
　電気エネルギーは現代の社会システムにおい
て必要不可欠となっているが、再生可能エネル
ギーを利用した分散型電源の増加や電気自動車
の普及など、電力システムを取り巻く環境はま
すます複雑になってきています。今後も電気エ
ネルギーを安心して安全に利用するために、環

境の変化にフレキシブルに対応しながら、電力
品質を最適に維持する次世代環境調和型電力シ
ステムを構築する必要があります。

特徴
　実用的な技術の開発を目指して、実データを
基にしたシミュレーション、および、リアルタ
イムディジタルシミュレータを活用した検証実
験を行っています。　

実用化イメージ
　様々な電力用パワーエレクトロニクス機器が、
電力ネットワークと情報ネットワークにつな
がって「パワーエレクトロニクス・ネットワーク」
を形成し、高効率で高信頼度のエネルギー供給
と輸送を行う「Power Quality Management」
システムを実現します。
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・電力品質に関わる全てのテーマ
・エネルギーマネジメントに関するテーマ

・リアルタイムディジタルシミュレータ
・各種の電力計測機器
・模擬配電システム

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　「Power Quality Management」システムにより、分散型電源などの多様な電源を効率よく活用し、
人に、設備に、環境に優しい安心・安全の電気エネルギー供給システムの構築を目指しています。
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